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一 ､ が され に-くいの七はな いが′ ヒ脅 え られる ･, この鼻 につ し＼こぼ一舷の多 くの

戯 粟 通例 か ら確 鼠 をつかみ たい .

以 上 .土奴剰 確 につ いて の各 凝東 泉 の棒泉 の栗に.J&廟永池 面 vq港長 を叔

る と ′威武 鹿 1面 息 ′酎 ゴ畑勉 区で ある , とい ろ ことが いk., これ は巌 高庇

面 であ る定め と水 が､膵 にくい こと′ 廉 も患腺 斜 である .とい =･?地 絡的刺鰍 こ

よる こ との九 泉 調査 士あ るが / ここは歌 舞 の覇番 の た町 水利健 か かa:日

のfLiな いか′という こともつ け加 え て考え られ ないiJろうか¢
以上か .この 他城の調査 の召飴 とす る点 につ いてで あるが .轟 象 f=,鑑定.

二の地底付虹 が .教務 ～遜太 へ大 町 の財産栄都 市 の塙盈 邑威 Iこ史 められ ′こ

の ことと珂直 して免定 年 ･鹿 渡舟 とし＼ってよい . この地蔵 が .轟々に .敵 軍

藤村 的 な邑準 妄療 めてい き- つ竺 り′浄衆 もl紫必衰 にはよらず .ぁくまで

:L ′ 基材 起れ 凍 ろ う ･.とい うことが 希 えられ る ･

以 上 ′ ニわ地底 C'頭重 主眼 につ いて尊命 LT=.卒藤 か ら轟 かれ た厳 島大 き

な商摩 点 として .患 歯岩 と古 生皐 の魂 とi地 利 用状 感 との帝展 ヒい う息が 農

産 三九左 ので.今後 . この点か ら調査 を堵磯 したい.

ニュージーランドの地誌､人口問題を中心と.L/て〟
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ニ エ ー ジ､ - ラ ン ド珠 .黄塵 相 中轟 も′トさ く1.鼻 も温度 敵 にあ L).その鑑庭

は南太 平 浄 上 南療 3〆 か ら 4t8･○の間に あ る′南 島′地鳥 ,ス + ユ ワ- ト島 よ

()慮 り ,金戯柳 こ山地 が多 く′ 奇 癖 の鮒 j/功 の31ま贋葛 /8,fm以 上 の高地ゼ

ある .打 出も多 いが 太嚢外 は急､艶 で象か く巌 洛 縛痛 風が且.しい ｡気 候 虹主 と

して海亀 p)寛 轡 をろサ ⊂温吸ゼ東 署 の象 Jよ少左 上 きh めて直変革 である .

葡巌 も 十か こかか )隼乎埼 している ため ′臼象 麻境が 多い ことと典 に 教室 の

厳島 に夜 く.磨放畜紫 に凝乳 ビあ る .

この ように .ニュ - ジ'十 ラン 畑土他動縛 に 且･.気候 釣(-:hb放 壷栄 に最温 ゼ

ある 0線 瀬 出属 の Fg芳以上 は羊も ′食 め ′/ミ■夕- Jチ -ズ な ど1=よ って 占

め られ .エ衆は二枚 ヒ4ビーがそ れ らの加 工である よら に ,ニュ ー 二､､- ランド＼の

産_済 J)基磨.は 次蜜栄 に あるが ,姦対 IL-L底値 する入 ロは金人 口の 5g 買‖ニすぎ

狛 ､. ,テ57 年 度 の人 口増 抑 よ2､/kで /こ1,日£ヨ juッ言 の いずれの 感よ

り-7,亀 い離 路 である.〟配乳 の葦 や親 友 か ら裁 て考慮 / D 年 闇 に患食者 の劉
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合 が低 下 守 る半面 ′密 寮隼冬 轡 の掛金 が感 綱 する = ヒ[=な る , この 軒の人 口

は/ア08 年 に蚊 /∂0万 であ っi:=のが /9､5-3.年には lt/70万 と鹿感 し7:=が､ー この

人 ｡増加索 のまま で いけば､,今敏 之 0年巌 f=な いら射 二八 clは 300月人 に達

する もの と脅 え られ る .葱息 の 監潜水 巌 の鹿.韓 と免食 客 用の嵐 息か らみ て ,

二の宮 の人 口壕加 は菌塊 大 きな開園 ヒなる と思われ る ので ′ ここと 13:席･(二八

yjとそれ に碍巌 レて起 る簡選 について .鋸 -11でみ 左_

ニ_1-じ'- ラン ドの八 m は . 卑 ぞelfi叔 上増 加 してお り, /争J-7 阜 ヒ吐

JoD万人 に塞す る tいわれるが ′温良 の 虹湛水､寒 を劉 生下 が な いで この壕 加

入 ロ を養 うためには ′轟 -次 産黄 iIよが 舞 二東屋 黄 の生産 をどの農 産 引 き上

げ､感か守 る労働 力をどこで吸収 する か が 研摩 になA . これ を寡 -凍 産 米 につ

いて み る と. /9 75耳 にお け5 I-JLP9万 g)人 口)=二灯 して愛息 の 鮭蕃水 聾 を鮭港

する ため に は ,ベ ターお よが.食 肉 をそjLぞ'九 g crg,草亀 を クCFQ壇如 し

む けk,ぼ､な らな■いか＼,そ の 日蕨 を巽鬼 する f=め と吐 /争ST9年 /こおける生産水

準 の之劣 を年 々磨如 しな けれ ば､/3:I;患い こ と(=なるが , これは韓常に国数 で

あ る ,ま た労働 人 口の磨都 は慶菜 に釦 ､て 吸 収 す為糸 他 姓な く .終局 寮二次

鼠算 で甥叔 てる他 な し､が .療 二次巌東 p'魔人 は め療酌 に原舟斜 ,艶席 な どの

東 大の教 壇 とを ゥて この国 のタト資夢債 を悪鬼 させる こ とにを句 J他菰市 虜が､

釈 藤をことと賃 金 コス トの恵 い ため に′ この国 のエ紫 を洛 外 の工業展 品 の唐

草 か ら跨 る r=A には ′政府 の鹿利 に よる輸 入軌限′闘魂滑 車 による 方暮 しか

轟 きれ てし､な い 0

日 野 市 の 地 理 学 的 老 廃

廉一蜜 地底観 象
聡 喬 壌 子
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日野市 虻東京 の薗 轟寒 にあた る｡ここで多密 州 とそ の東 泉 の洩 川が､合 流 し

てい る｡勉W/汝丘 療 ･台 地 ･撰丘 ･沖腐 敗 に命顛 きれ ′そ の うぢ丘 陵 t膏 必

段女､の⊥也 2炭は -東 口-,A におおわれ で いるの

嵐舶 か た 目鼻 - 嘉 気候 ヒ- 雛 で あるが ′恥 と厳 言 と/や

か西経 捌 頃向が 嵐濃 の上で み られ ′ま左 山地 に故 づ､くた め ,埼償 還多 く患 っ

ている .
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